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ある⽇、森の中で遊んでいたウサギさんが、岩

の間に⼩さな種を⾒つけました。ウサギさんは

⾔いました。

「かわいそうな⼩さな種！なぜ⼀⼈でここにい

るの？友達とはぐれたの？」

「僕が君を⼤きくしてあげよう！そしたら、僕

たちは友達になれるよ。」
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その時、サルが通りかかりました。

彼はウサギさんに⾔いました。

「ばかげてるよ、種が岩の中で⽣き

るなんて無理だよ。」
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その時、キツネが通りかかりました。

彼⼥はウサギさんに⾔いました。

「⽔やりをするのは時間の無駄だよ。

⼀緒にイチゴを⻝べに⾏こう。」
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その時、優しい⼩さなヒツジがウサギさん

を⾒つけ、⾔いました。

「かわいいウサギさん、お腹が空いたら、

あっちの草原で草を⻝べに⾏かない？」
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種はいつも、他の⼈がウサギさんに⾔うの

を聞きました。

「なぜ諦めないの？太陽も育つスペースも

なければ、種は⽣き残れないよ！それが運

命だよ。」

でも、ウサギさんはただ静かに岩のそばに

⽴っていました。ウサギさんは⽇々、その

種を守り続けました。
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種はとても感動しました。

「ありがとう、ウサギさん。君に会うため

に、僕は頑張るよ。太陽に会いたい、⼤きく

なりたい。疲れた時いつも、優しい声が聞こ

える。

「信じて、⼩さな種。君はこの世界を好きに

なるよ。」」
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「今⽇の雲は本当にきれいだね。」

「⾬と⾵がまた喧嘩してる。だから太陽が

隠れちゃったんだ。」

「今⽇は⾬がたくさん降るけど、⼼配しな

いで。」
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「もうすぐ君に会えるよ、⼩さな種。君が⼤

きくなることを僕は知ってる。」

奇跡が起こりました。⼩さな種は岩の中から

芽を出しました。そして、忠実なウサギさん

は新しい友達をいつも守り続けます。
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